
2025年度 講義概要                                         

科
目
名 

論理学 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

１学年・前期 
担
当 

外部講師 

目
的 

 

論理的思考と論理的な表現方法について学ぶ。 

 

目
標 

1．論理的な文章、読みやすく整理された文章が書ける。 

2. 論理的な思考力を身につける。 

授
業
計
画
・
内
容 

 

・論理的思考とは 

 

・文章構成 

 

・文章表現の実際 

 

・批判的思考 

 

・論証 

 

・ディベートとは 

 

 

 

 

 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

授業中にプリントを配布 

 

参
考
書 

 

 

 

  



2025年度 講義概要                                         

科
目
名 

人間工学 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

１学年・前期 
担
当 

外部講師 

目
的 

 

人間の行動を物理的にとらえ、安全、安楽に配慮した実践が行える知識を学ぶ。 

 

目
標 

１．人間の各部の長さ、重量を考え、無理のない行動について考察できる。 

２．人間の営みと社会・環境との関係について考える。 

授
業
計
画
・
内
容 

・力学の基礎 

  運動の記述、位置、速度、加速度、慣性の法則、運動方程式、作用・反作用の法則 

 

・看護に関する物理学 

  重いものを持つにはどうしたらよいか 

  看護の人間工学(看護における動作の考察) 

  圧力について 

  呼吸と吸引の物理 

  点滴の物理 

  循環器の物理 

  感覚器の物理 

  熱学の基礎 

  体温調節の物理 

 

・人間生活と社会・環境とのかかわり 

  人間生活とエネルギー 

  化石燃料と原子力エネルギー 

  自然エネルギー 

  エネルギーと環境問題 

  地球温暖化、酸性雨、光化学スモッグ  

  持続可能な社会と省エネルギー 

 

 

 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

看護学生のための物理学 （佐藤知良著） 医学書院 

 

参
考
書 

 

 

 

  



2025年度 講義概要                                        

科
目
名 

心理学 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

１学年・前期 
担
当 

外部講師 

（臨床心理士） 

目
的 

 

心理学の基本的な考え方や知識を学び、人間行動を多面的に理解する能力を養う。 

 

目
標 

１．人間の発達段階・発達課題を学び、成長に伴う変化を理解できる。 

２．自己および他者理解を深めるための考え方を理解できる。 

３．人間関係を築くためのコミュニケーションについて理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

 

・心理学の理解 

 

・人間行動の理解 

 

・知覚と感覚 

 

・学習の基礎 

 

・記憶と思考 

 

・知能と人格 

 

・社会的行動 

 

・発達心理学 

 

・心理テストと心理査定 

 

 

 

 

 

＊新版 TEG３（心理査定の講義で使用予定） 

 （別途購入となるため、実費（300円程度）がかかりますので、ご了承下さい） 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、終講レポート 

 

テ
キ
ス
ト 

 

 

 

参
考
書 

 

 

 

  



2025年度 講義概要                                         

科
目
名 

情報科学 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

１学年・前期 
担
当 

外部講師 

済生会職員（事務） 

目
的 

情報社会において、適切に情報を扱うための知識と、情報通信技術を活用するための基礎的能力

を養う。 

目
標 

１．基本的な情報リテラシーを理解できる。 

２．PCの基本操作ができる。 

３．ICT活用の必要性や動向が理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

授業計画：学習内容・方法 担当(時間) 

・情報社会と倫理 

   プライバシーと守秘義務 

    

・基本的な PC操作 

   統計解析（Excel） 

レポートの書き方(word) 

プレゼンテーションの資料作成(PowerPoint) 

 

・社会的な情報（インターネット、ICT） 

   電子メール・web会議システム 

    

 

外部講師 

(24時間) 

・医療と ICT 

病院情報システム 

     オーダーエントリシステム 

     電子カルテシステム 

     その他 

   地域における情報システム 

遠隔医療 

済生会職員 

(6時間) 

評
価
表 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

系看 別巻 看護情報学   医学書院 

 

備
考 

 

自分の USBメモリを準備しておくこと 

 



2025年度 講義概要                                      

科
目
名 

生命倫理学 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

１学年・前期 
担
当 

外部講師 

目
的 

 

看護者として生命や人権について考え、人間を尊重することの大切さを学ぶ。 

 

目
標 

医療を受ける人間の命や各人の価値判断を尊重されるような、自己決定・善行・公正・平等につ

いて理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

 

・生命倫理学とは 

   歴史的・社会的背景 

 

・最先端医療の現状と問題点 

   生殖医療 

 

・生命倫理学の原則 

 

・安楽死と尊厳死 

 

・優生学 

 

・インフォームド・コンセント 

 

・「代理出産」をテーマにディベート 

 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

随時、資料を配布する。 

 

参
考
書 

 

 

 



2025年度 講義概要                                     

科
目
名 

教育学 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

１学年・前期 
担
当 

外部講師 

目
的 

 

人間形成を促すための教育の意義、方法を理解するとともに、教育と看護の関わりについて学ぶ。 

（教育に関する知識を深め「人を育むとはいかなることか」を考える） 

目
標 

教育について知識を基にして、批判的に（クリティカルに）考察することができる 

授
業
計
画
・
内
容 

学習内容 

この講義では、上記の目標にかかわるテーマから学習内容を構成する。 

 

１．オリエンテーション  

２．教育観をときほぐす  

３．現代の教育の諸相①  

４．現代の教育の諸相② 

５．現代の教育の諸相③ 

６．ケアと教育①  

７．ケアと教育②  

８．学校について①  

９．学校について② 

10．学校について③  

11．教育の思想的考察①  

12．教育の思想的考察② 

13．教育の思想的考察③ 

14．教育の思想的考察④ 

15．全体のまとめ  

 

学習方法 

 学習は、講義と個人・グループでのワークをベースに行う。 

映像教材を適宜取り入れる。 

 講義・ワークのあとで適宜、振り返りを作成する。 

 授業で扱うテーマは、受講者の関心に合わせて、変更する可能性がある。 

評
価
方
法 

 

テストまたはレポート 60％ 

毎回の振り返り 40％ 

テ
キ
ス
ト 

 

プリント等を配布する 

 

参
考
書 

 

 授業中に適宜紹介する 

 

  



2025年度 講義概要                                       

科
目
名 

社会学 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

１学年・後期 
担
当 

外部講師 

目
的 

 

社会的存在としての人間を集団・組織を通して理解し、社会構造の変動および現代社会の諸問題

について学ぶ。 

 

目
標 

１．社会学の基本的な概念と、ものの見方を理解できる。 

２．社会構造と集団、組織が理解できる。 

３．人間がもたらす環境問題について理解できる。 

４．現代社会の諸問題に関心を持ち、様々な考え方を理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

 

第１回：ガイダンス、社会学的想像力とは何か 

第２回：社会のしくみ、集団、組織 

第３回：マジョリティとマイノリティ 

第４回：ジェンダーとセクシュアリティ（１）セクシズム、性暴力 

第５回：ジェンダーとセクシュアリティ（２）男女間の賃金格差 

第６回：ジェンダーとセクシュアリティ（３）女性の労働 

第７回：格差と不平等（１）資本主義とは何か 

第８回：格差と不平等（２）相対的貧困、子どもの貧困 

第９回：格差と不平等（３）生活保護、ベーシックインカム 

第 10回：産業と労働（１）日本の働き方、世界の働き方 

第 11回：産業と労働（２）「ブラック」企業、「ブラック」バイト 

第 12回：産業と労働（３）労働者の権利 

第 13回：環境問題（１）ファストファッション 

第 14回：環境問題（２）ファッションの歴史と理論 

第 15回：まとめ 

 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

 

 

テ
キ
ス
ト 

 

 

 

参
考
書 

 

 

 



2025年度 講義概要                                        

科
目
名 

家族論 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

１学年・後期 
担
当 

外部講師 

目
的 

 

人間生活の基盤としての家族について学ぶ。 

 

目
標 

１．時代や社会とともに変化する家族を理解できる。 

２．家族の構造、機能、発達を理解できる。 

３．現代の家族の問題を理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

 

・家族とは 

 

・家族の構造 

 

・家族の機能 

 

・家族を理解するための理論 

  家族発達理論、家族システム理論、家族ストレス対処理論 

 

・現代の家族の課題 

  (1) ドメスティック・バイオレンス（DV） 

 (2) 児童虐待 

 (3) ヤングケアラー 

 (4) 孤独死・孤立死  

 

 

 

 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

 

 

参
考
書 

 

 

 



2025年度 講義概要                                       

科
目
名 

人間関係論 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

１学年・後期 
担
当 

外部講師 

（認定心理士） 

目
的 

 

円滑な人間関係を築くためのコミュニケーションと人の気持ちについて学ぶ。 

 

目
標 

１．自己と他者との人間関係のありように気づき、看護の基盤となる人間関係について理解でき

る。 

２．自分の意思を表現できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

 

・人間関係論とは 

 

・自己を知る、他者を知る 

   自己の価値観・判断基準 

   自己概念が人間関係に及ぼす影響 

 

・コミュニケーション理論 

   さまざまなコミュニケーション、非言語的コミュニケーション 

 

・カウンセリング技法 

 

 

授業は参加体験型で行う。 

 

 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、授業への積極的な取り組み姿勢、パフォーマンス評価 

 

テ
キ
ス
ト 

 

 

 

参
考
書 

 

 

 

 



2025年度 講義概要                                  

科
目
名 

英語 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

１学年・前期 
担
当 

外部講師   

目
的 

 

国際化社会に対応するために、外国語の基本を理解し看護活動に役立つ会話の基本を学ぶ。 

 

目
標 

日常生活や医療現場における初歩的な英会話ができる。 

授
業
計
画
・
内
容 

 

・英語の知識を実践に活用できるための英会話練習 

 

・看護の場面を想定した会話 

  自己紹介 - Expression for self-introduction and checking in 

  症状を聴く- General Consultation, symptoms and conditions  

  受付にて – Admission to the Hospital 

  診察室にて – Consultation room  

  検査室にて – laboratory and test 

  薬局にて – Pharmacy and medication 

  Hospital Map 

  病室にて – Patient Room 

育児室にて – Baby Room 

救急室にて – Emergency Room and emergent situations 

Bath and Comfort 

Patient Teaching 

入院手続き – Procedure to hospitalization  

Email writing and Speaking on the phone 

Prescription 

 

 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

Let's Listen. Speak and Learn 臨床看護英語 第 6版（仁木久恵 Nancy Sharts⁻Hopko 横田ま

り子）医学書院 

 

参
考
書 

 

 

 

 



2025年度 講義概要                                        

科
目
名 

キャリア形成入門 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

１学年・前期 
担
当 

事務長（ｷｬﾘｱｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 

専任教員(看護師) 

目
的 

 

組織の一員として、所属する組織に貢献できる力を養う。 

 

目
標 

１．組織で働くうえで求められる能力は何かを考え、現状とのギャップを認識できる。 

２．看護師を目指すものとして必要な能力について理解できる。 

３．リーダーシップ、フォロワーシップの必要性について理解できる。 

 内容 担当（時間） 

授
業
計
画
・
内
容 

 

・組織とは 

  組織運営（ガバナンスの確立、コンプライアンス） 

 

・キャリアとは 

  キャリア形成について（看護師としてのキャリア） 

 

・社会人基礎力について 

  グループワーク 

 

・協働する力 

  リーダーシップ、フォロワーシップ 

 

・組織人として求められる行動 

  接遇、報告・連絡・相談等 

 

・目標管理 

  看護師になるためにどうするか 

 

 

 

事務長 

(12時間) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専任教員 

(3 時間) 

・グループワーク 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題 

テ
キ
ス
ト 

 

 

 

参
考
書 

 

看護職としての社会人基礎力の育て方【第 2版】 （箕浦とき子・高橋恵編） 日本看護協会出版会 

 



2025年度 講義概要                                       

科
目
名 

健康スポーツ 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

１学年・前期 
担
当 

外部講師 

目
的 

 

心身の健康維持に欠かせない運動の意義を理解し、健康づくりについて学ぶ。 

 

目
標 

１．スポーツ活動を通して、心身への影響について理解できる。 

２．自己の健康管理に関心を持ち、健康づくりができる。 

授
業
計
画
・
内
容 

 

・運動が身体的に及ぼす影響 

 

・健康と運動とのかかわり 

 

・実技 

  ソフトバレーボール、卓球、バトミントン等 

 

・生涯スポーツの必要性 

  健康づくりに関するワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

評
価
方
法 

 

運動技術、授業参加の状況、課題 

 

テ
キ
ス
ト 

 

 

参
考
書 

 

 

 

 



2025年度 講義概要                                       

科
目
名 

解剖生理学Ⅰ 

（恒常性の維持、生命維持） 

単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

１学年・前期 
担
当 

外部講師 

目
的 

 

人体の発生、形態、機能について系統的に理解し、生命現象について学ぶ。 

 

目
標 

１．人体における恒常性の維持のしくみについて理解できる。 

２．生命維持に必要な呼吸器、循環器のしくみと働きを理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

１．序論 （人体の構造と機能を学ぶために）  

 

２．解剖生理学のための基礎知識 

形からみた人体  （人体の構造と区分） 

素材からみた人体 （細胞と組織） 

機能からみた人体 （体液とホメオスタシス） 

 

３．内蔵機能の調節   

自律神経による調節 

内分泌系による調節 

ホルモン分泌の調節 

 

４．呼吸と血液のはたらき   

   呼吸器の構造 

   呼吸のしくみ 

血液 

    

５．血液の循環とその調節 

   心臓の構造 

   心臓の拍出機能 

   末梢循環系の構造 

   血液循環の調節 

    

評
価
方
法 

 

授業参加状況、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

系看 専門基礎分野 人体の構造と機能[１] 解剖生理学  医学書院 

 

参
考
書 

 

 

 

  



2025年度 講義概要                                        

科
目
名 

解剖生理学Ⅱ 

（身体の支持と活動） 

単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

１学年・前期 
担
当 

外部講師 

目
的 

 

人体の発生、形態、機能について系統的に理解し、生命現象について学ぶ。 

 

目
標 

１．身体の支持と活動に必要な骨格・筋・関節系のしくみと働きを理解できる。 

２．脳・神経系、感覚器系のしくみと働きを理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

１．身体の支持と運動   

 骨の構造 

 骨の連結 

 骨格筋 

 身体各部の骨格と筋 

 筋の収縮 

 

２．情報の受容と処理   

神経系の構造と機能 

脊髄と脳 

脊髄神経と脳神経 

脳の高次機能 

運動機能と下行伝導路 

感覚機能と上行伝導路 

眼の構造と機能 

耳の構造と機能 

味覚と嗅覚 

痛み 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

系看 専門基礎分野 人体の構造と機能[１]解剖生理学   医学書院 

 

参
考
書 

 

新版 からだの地図帳 講談社 

 



2025年度 講義概要                                        

科
目
名 

解剖生理学Ⅲ 

（消化と吸収、性と生殖） 

単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

１学年・後期 
担
当 

外部講師 

目
的 

 

人体の発生、形態、機能について系統的に理解し、生命現象について学ぶ。 

 

目
標 

１．栄養の消化と吸収にかかわる消化器のしくみと働きを理解できる。 

２．人間の性と生殖にかかわる器官の構造と機能について理解できる。 

 

１．栄養の消化と吸収   

１）口腔・咽頭・食道の構造と機能 

２）腹部消化管の構造と機能 

３）肝臓、胆嚢、膵臓の構造と機能 

４）腹膜 

 

２．生殖・発生と老化のしくみ   

１）男性生殖器 

２）女性生殖器 

３）受精と胎児の発生 

４）成長と老化 

 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

 

系看 専門基礎分野 人体の構造と機能[１]解剖生理学   医学書院 

 

参
考
書 

 

新版 からだの地図帳 講談社 

 

  



2025年度 講義概要                                        

科
目
名 

解剖生理学Ⅳ 

（生体防御、体液調節） 

単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

１学年・後期 
担
当 

外部講師 

目
的 

 

人体の発生、形態、機能について系統的に理解し、生命現象について学ぶ。 

 

目
標 

１．生命維持や生体防御にかかわる血液系、免疫系の構造と機能について理解できる。 

２．体液調節と尿生成にかかわる腎・泌尿器のしくみと働きを理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

１．身体機能の防御と適応   

 １）皮膚の構造と機能 

 ２）生体の防御機構 

 ３）代謝と運動 

４）体温とその調節 

 

２．体液の調節と尿の生成 

 １）腎臓、排尿路の構造と機能 

 ２）体液の調節 

  （1）水の出納 

  （2）脱水 

  （3）電解質・酸塩基平衡 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

系看 専門基礎分野 人体の構造と機能[１]解剖生理学   医学書院 

 

参
考
書 

 

 

 



2025年度 講義概要                                      

科
目
名 

解剖生理学Ⅴ 

（生活行動における各器官の働き） 

単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

１学年・後期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

 

人体の構造と機能の知識が、人間の生活とどのようにつながるのかを体験的に学習し学ぶ。 

 

目
標 

1. 正常な人体の諸器官の名称と部位を説明できる。 

2. 生命活動のための各器官の機能について説明できる。 

3. 既習の知識と人間の生活行動とのつながりについて説明できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内   容 方  法 

１．人間の生活行動における各器官・系統の働きの理解 

A食べる 

B排泄する 

C入浴・更衣する 

D歩く・走る 

 

①  生活行動に関わる器官・系統 

② どのように各器官が働き、生活行動が可能となるか 

  ③ 生きるために必要な生活行動（A～D）の結びつきを考える 

 

２．発表会にてプレゼンテーション 

 

 

 

 

３．確認テスト 

10 時間 

事前に個人課題提出 

グループに分かれて演習 

・左記のいずれかの生活

行動について①②③を

整理し、まとめる。 

 

 

 

４時間 

グループ発表し、質疑応

答し共有する。 

 

 

１時間 

 ＊担当グループが担当

分の問題を作成し、

合わせたテストを受

ける。 

評
価
方
法 

 

パフォーマンス評価（グループ学習参加状況、発表内容、課題の取組み状況）、小テスト 

 

テ
キ
ス
ト 

 

系看 専門基礎分野 人体の構造と機能[１]解剖生理学   医学書院 

 

参
考
書 

 

看護につなげる形態機能学 （菱沼典子著） メヂカルフレンド社 ほか 
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科
目
名 

生化学・栄養学 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

１学年・後期 
担
当 

外部講師 

(管理栄養士) 

目
的 

生体を構成している化学物質とその代謝、生命現象のしくみを化学的に学ぶ。 

人々の生活に必要な栄養の消化・吸収・代謝のしくみと、健康維持のための適正な食事ついて学ぶ。 

目
標 

１．生体を構成している物質の化学的性質や働きについて理解できる。 

２．栄養素の働き、エネルギー代謝について理解できる。 

３．ライフサイクルにおける栄養素の必要性、健康維持と栄養の関連について理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内   容 担当（時間） 

１．生体分子  

元素と原子、化学結合、分子量・濃度・㏗・浸透圧 

２．生体を構成する化学物質の構造と機能 

細胞の構造と機能 

３．生体分子の構造と機能①  

糖質、脂質 

４．生体分子の構造と機能②    

  たんぱく質・核酸・ビタミン 

５．酸素の働き  

６．代謝①７ 

  エネルギー産生、糖質代謝 

７．代謝② 

  脂質代謝、たんぱく質代謝 

８．代謝③・酸塩基平衡 

  ヌクレオチド代謝、ポルフィリン代謝、水代謝、酸塩基平衡 

９．遺伝子の生化学・ホメオスタシスとホルモン  

10. 生化学まとめ 

生化学 

(20時間) 

11. 栄養素の種類とはたらき 

三大栄養素、ビタミン、ミネラル 

12. 日本人の食事摂取基準 

13. 栄養状態の評価と判定 

14．ライフステージと栄養  

15. 治療食の実際 

栄養学 

（10時間） 

評
価
方
法 

  

授業参加状況、筆記試験 

小テスト（各回の初めに 5問程度の小テストを行います。出題範囲：前回の授業内容） 

 

テ
キ
ス
ト 

 

系看 専門基礎分野 人体の構造と機能[2] 生化学   医学書院 

系看 専門基礎分野 人体の構造と機能[3] 栄養学   医学書院 

 

参
考
書 

 

 



2025年度 講義概要                                       

科
目
名 

微生物と感染症 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

１学年・後期 
担
当 

外部講師 

目
的 

 

微生物の特徴と生態に及ぼす影響と主な感染症を理解し、感染予防を学ぶ。 

 

目
標 

１．病原微生物がヒトに感染し、疾患を惹起するメカニズム等を理解できる。 

２．重要な感染症の原因となる個々の病原微生物について理解できる。 

３．感染のしくみと感染制御を理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内    容 

１．微生物の種類と特徴 

２．細菌総論 

３．主な細菌 

４．ウィルス総論 

５．主なウィルス 

６．真菌・原虫 

７．免疫のしくみ 

８．ワクチンと血清療法 

９．感染症とは  

感染の３要素、感染経路と侵入門戸、消毒と滅菌 

感染症法 

10．感染症の検査と診断・治療 

11．主な感染症 

   １）全身性感染症 

   ２）血液媒介感染症 …HIV感染症，ウィルス性肝炎 

   ３）日和見感染症 

   ４）多剤耐性菌による感染症・菌交代症 

   ５）新興・再興感染症 

12．感染制御  

１）標準予防策 

２）隔離 

３）院内感染対策 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

系看 専門基礎分野 疾病の成り立ちと回復の促進[４] 微生物学   医学書院 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学[11] アレルギー、膠原病、感染症   医学書院 

 

参
考
書 
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科
目
名 

病理学 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

１学年・後期 
担
当 

済生会職員 

（医師） 

目
的 

人体の構造・機能をもとに、疾病の成り立ちについての基礎知識として、病気による形態的・機

能的変化について学ぶ。 

目
標 

１．病気の原因とそれに対する生体の反応、病気の経過・転帰などについて、全身の各臓器に通

ずる一般的な原理を理解できる。 

２．病気の概念やしくみについて、それぞれの臓器や系統ごとの病態を理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

１．病理学とは 

 

２．細胞・組織の障害と修復、炎症 

 

３．免疫、移植と再生医療 

 

４．感染症 

 

５．循環障害 

 

６．代謝異常 

 

７．老化と死 

 

８．先天異常と遺伝性疾患 

 

９．腫瘍 

 

（10．生活習慣と環境因子による生体の障害） 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

系看 専門基礎分野 疾病の成り立ちと回復の促進[１] 病理学   医学書院 

 

参
考
書 

 

 

 

  



2025年度 講義概要                                        

科
目
名 

薬理学 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

１学年・後期 
担
当 

外部講師 

（薬剤師） 

目
的 

薬物の薬理作用と人体への影響について理解し、薬物管理について学ぶ。 

目
標 

１．薬物と生体との相互作用について理解できる。 

２．主な薬物の作用機構と副作用、投与上の留意点を理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

１．薬理学総論 

１）薬物治療のめざすもの 

２）薬はどのように作用するのか 

３）薬はどのように体内にめぐっていくのか 

４）薬効に影響する因子 

５）薬物中毒はなぜ起こるのか 

６）薬と法律 

 

２．薬理学各論  

１）抗感染症薬 

２）抗がん薬 

３）免疫治療薬 

４）抗アレルギー・抗炎症薬 

５）神経系に作用する薬物 

６）循環器系に作用する薬物 

７）呼吸器・消化器・生殖器系に作用する薬物 

８）物質代謝に作用する薬物 

 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

系看 専門基礎分野 疾病の成り立ちと回復の促進[３] 薬理学   医学書院 

 

参
考
書 
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科
目
名 

疾病論Ⅰ         

（呼吸機能・免疫機能） 

単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

１学年・後期 
担
当 

済生会職員 

（医師）  

目
的 

 

系統別主要疾患の病態生理、検査、治療についての基礎知識を学ぶ。 

 

目
標 

１．呼吸器系の代表的疾患を学び、病態生理、検査診断、治療について理解できる。 

２．免疫系の代表的疾患を学び、病態生理、検査診断、治療について理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内    容 担当（時間） 

１．呼吸器の代表的疾患と検査、治療 

１）呼吸器系の構造と機能 

２）主な症状と病態生理 （咳嗽，喀痰，胸痛，呼吸困難） 

３）主な検査 （画像診断、内視鏡検査、呼吸機能検査） 

４）呼吸器系の主な疾患と治療 

感染症（肺炎、結核）、ＣＯＰＤ、気管支喘息・肺線維症、呼吸不全、 

肺腫瘍（肺切除術）、気胸（胸腔ドレナージ） 

呼吸調節に関する疾患（過換気症候群，睡眠時無呼吸症候群） 

 

呼吸器 Dr 

（9時間） 

２．免疫系の代表的疾患と検査、治療 

１）免疫のしくみとアレルギー反応 

２）代表的アレルギー疾患の検査・治療 

花粉症、蕁麻疹、接触性皮膚炎、アナフィラキシーショック 

３）自己免疫疾患とその機序、病態生理 

４）代表的自己免疫疾患の検査・治療 

SLE、関節リウマチ、シェーグレン症候群、敗血症、HIV 

内科 Dr 

（6時間） 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学[２] 呼吸器    医学書院 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学[11] アレルギー、膠原病、感染症    医学書院 

 

参
考
書 

 

 

 



 

2025年度 講義概要                                      

科
目
名 

疾病論Ⅱ（循環機能） 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

１学年・後期 
担
当 

済生会職員 

（医師） 

目
的 

系統別主要疾患の病態生理、検査、治療についての基礎知識を学ぶ。 

目
標 

 

循環器系の代表的疾患を学び、病態生理、検査診断、治療について理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内   容 担当（時間） 

１．循環器の代表的疾患と検査、治療 

１）心臓の構造と機能 

２）主な症状と病態生理 

胸痛､呼吸困難､浮腫､チアノーゼ，失神，ショック 

３）主な検査：心電図、心エコー、心臓カテーテル検査 

４）循環器系の主な疾患と治療 

(1)虚血性心疾患と治療 

PCI，CABG 

(2)心不全、ショックと治療 

IABP、PCPS 

(3)血圧異常と薬物治療 

(4)不整脈と治療 

ペースメーカー、DC 

(5)弁膜症と治療 

(6)動脈系の疾患と治療 

大動脈瘤，大動脈解離，動脈硬化，レイノー病 

(7)静脈系疾患と治療 

静脈血栓症，静脈瘤 

 

循環器 Dr 

（11時間） 

 ５）循環器疾患と外科的治療 

   冠動脈バイパス術（ＣＡＢＧ）など 

（4時間） 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学[３] 循環器    医学書院 

 

参
考
書 
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科
目
名 

公衆衛生学 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

１学年・後期 
担
当 

外部講師 

目
的 

個人・集団の健康の保持・増進のための基礎的知識を理解し、健康管理の意義と保健活動に 

ついて学ぶ。 

目
標 

１． 人々を取り巻く環境と健康、労働と健康についての現状を理解できる。 

２． 各保健活動について理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

１．公衆衛生の概念 

公衆衛生の活動対象 

  公衆衛生のしくみ 

 

２．疫学 

疫学研究の原理   

 

３．保健統計 

平均寿命と諸死亡率、日本と世界の人口問題 

 

４．環境と健康 

環境の諸条件・食品衛生 

感染症とその予防対策 

 

５．精神保健 

 

６．地域保健（母子保健・成人・老年保健） 

 

７．学校保健 

 

８．産業保健（健康管理・職業病） 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

系看 専門基礎分野 健康支援と社会保障制度〔２〕 公衆衛生  医学書院        

厚生の指標臨時増刊 国民衛生の動向   厚生労働統計協会 

 

参
考
書 
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科
目
名 

済生会概論 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

１学年後期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

済生会の理念を理解し、済生会人としての自覚を深める。 

目
標 

 

済生会の医療・福祉・看護の歴史と現在の活動状況を学び、社会に果たす役割を理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内    容 方  法 

１． 済生会の概要 

  ・創設の理由 

  ・済生勅語 

  ・済生会の理念－救療済生の意味 

 

２． 歴史的変遷 

・済生会における医療の変遷 

・済生会における福祉の変遷 

・済生会の看護と看護教育 

・済生会の災害救護 

 

３． 済生会の現在の活動状況 

・保健活動 

・医療活動 

・福祉活動 

・訪問看護活動 

・人財育成 

・国際協力事業 

 

４． 済生会が社会に果たす役割と目指すもの 

 

５．済生会人としての看護の役割 

済生会本部 炭谷理事の講義 

     （オンデマンド） 

 資料「済生勅語」 

 

 

資料：「済生会物語」 

「続・済生会物語」 

 済生会 100年誌など刊行物 

雑誌「済生」 

済生会本部、各支部のホーム

ページ 

これらを活用し、グループ学習し

たものを発表する。 

  ・個人課題 

  ・グループ課題 

 

 

 

 

 

 

個人レポート作成・提出 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、ポートフォリオ（すべての学習活動をまとめたファイル） 

 

テ
キ
ス
ト 

 

 

 

参
考
書 

 

＊方法欄に掲載 

 

 

 



2025年度 講義概要                                        

科
目
名 

基礎看護学概論 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

1学年・前期 
担
当 

専任教員 

(看護師) 

目
的 

看護学全般に共通する基本的原理と看護の理念および社会的使命について学ぶ。 

目
標 

１．看護学の主要概念である人間、環境、健康、看護について理解できる。 

２．看護の概念および歴史的変遷を理解できる。  

３．保健・医療・福祉チームにおける看護の役割と活動のしくみを理解できる。  

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

Ⅰ．看護における基本的な概念                                            

 1)  看護とは 

2)  看護の役割と機能  

  3)  看護の継続性と連携 

  

Ⅱ．看護の対象の理解  

  1)  人間の「こころ」と「からだ」の理解 

  2)  生涯発展し続ける存在の理解 

  3) 人間の「暮らし」の理解 

 

Ⅲ．国民の健康状態と生活 

1) 健康のとらえ方 

2) 国民の健康 

 

Ⅳ．看護の提供者  

1) 職業としての看護 

2) 看護師の資格・養成制度・就業状況 

 

Ⅴ．様々な看護理論家の定義 

 

Ⅵ．看護の提供のしくみ 

1)  サービスとしての看護 

2)  看護サービスの場 

  3)  看護をめぐる制度と政策 

  4) 看護サービスの管理と医療安全 

 

Ⅶ．これからの看護の課題と展望 

 

 

 

 

      

課題  

「看護覚え書」 

 

 

 

 

 

グループワーク 

 

 

 

 

グループワーク 

 

 

 

 

 

 

 

    

評
価
方
法 

授業参加状況 課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

系看 専門 基礎看護学概論 基礎看護学１ 医学書院 

参
考
書 

 

看護覚え書き （フロレンス・ ナイチンゲール著）  日本看護協会出版会 

看護の基本となるもの  （ヘンダーソン著）   日本看護協会出版会 

 



 

2025年度 講義概要                                       

科
目
名 

看護倫理 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

1学年・後期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

看護倫理の必要性を理解し、倫理的判断能力を養う。 

目
標 

１．倫理原則および看護師の倫理規定について理解できる。 

２．医療現場における倫理の必要性を理解し、倫理上の問題について考察できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

１．倫理の基礎 

 1）倫理とは 

 2）倫理的判断の基準 （道徳・法律・ガイドライン） 

 3）人格（人間性）の尊重、自律性、功利主義 

 4）ナラティブ倫理 

 

２．医療をめぐる倫理 

 1）生命倫理の４原則 

2）職業倫理と医療における倫理 

患者の権利とインフォームドコンセント 

患者の意思決定支援と守秘義務 

3）現代医療におけるさまざまな倫理的問題 

 4）看護倫理と専門職の倫理 （規定と法的責任） 

 

３．看護実践における倫理問題への取り組み 

 1）倫理的課題へのアプローチ 

 2）看護実践場面での倫理的ジレンマ 

 

 

 

講義 

演習 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習：事例を用いてのグル

ープ討議  

 

評
価
方
法 

授業参加状況、課題・レポート 

テ
キ
ス
ト 

系統看護学講座 別巻 看護倫理       医学書院                

参
考
書 

 

新版 看護者の基本的責務            日本看護協会出版会 

 

 



2025年度 講義概要                                      

科
目
名 

生活支援論 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

1学年・通年 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

人の生活を理解し、看護における対象者観の基礎を養う。 

目
標 

１．生活の概念について理解できる。 

２．個々の生活の多様性を知り、その根底にある価値観、信条、健康観を尊重する必要性について考察できる。 

３．日常生活範囲圏と生活の関連について知ることができる。 

４．健康状態の経過に基づく看護の概要について理解できる。  

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

１.「生活」の概念 

 1）生活とは何か 

 2）生活の多様性とそれを支える価値観、信条、健康観 

 

２．「生活者」を理解するための視点 

 1）個人の理解 

 2）他者の生活の理解 

 

３．健康障害が生活に及ぼす影響 

1）健康状態の経過に基づく看護 

（1）健康状態と看護 

（2）健康の維持・増進を目指す時期の看護 

（3）急性期における看護 

（4）回復期における看護 

（5）慢性期における看護 

（6）終末期における看護 

演習：自己の生活体験  

   グループワーク 

   

     

演習：身近な人の生活を知る 

 

 

 

 

評
価
方
法 

授業参加状況、課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

臨床看護学総論 医学書院 

 

参
考
書 

 

 

 



 

2025年度 講義概要                                    

科
目
名 

基礎看護学方法論Ⅰ 

（コミュニケーション） 

単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

1学年・前期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

看護に必要なコミュニケーション能力を養う。 

目
標 

１．看護におけるコミュニケーションの意義・目的を理解できる。 

２．関係構築のためのコミュニケーションの基本が理解できる。 

３．医療におけるコミュニケーションの基本が理解できる。 

４．看護における学習支援活動の意義を理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

１．看護技術とは何か 

 

２．コミュニケーションとは 

 １）コミュニケーションの意義・目的 

 ２）コミュニケーションの構成要素と成立過程 

 ３）関係構築のためのコミュニケーションの基本 

 ４）効果的なコミュニケーションの実際 

 ５）コミュニケーション障害への対応 

 

３．医療チームにおけるコミュニケーション 

 １)医療チームにおけるコミュニケーション 

 ２)医療チームに求められる態度・姿勢 

 

４．学習支援 

 １）学習支援の対象と看護の役割 

２）学習の基礎知識 

 ３）学習支援の基礎知識 

 ４）学習支援の技術 

 ５）学習支援の実際 

 

 

 

演習：プロセスレコード 

グループワーク 

ロールプレイング 

 

 

 

演習：ロールプレイング 

   グループワーク 

評
価
方
法 

授業参加状況、課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

基礎看護技術Ⅰ 医学書院 

 

参
考
書 

 

 



 

2025年度 講義概要                                       

科
目
名 

基礎看護学方法論Ⅱ 

(共通基本技術) 

単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

1学年・通年 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

看護活動に共通する基本技術を学ぶ。 

目
標 

１．ヘルスアセスメントの方法が理解できる。 

２．生体におけるバイタルサインの意味を理解し、測定方法を習得できる。 

３．感染予防の意義を理解し、感染防止の技術を習得できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

１． ヘルスアセスメントとは 

 

２．健康歴とセルフケア能力のアセスメント 

 

３．全体の概観 

１）フィジカルアセスメントに必要な技術 

視診・触診・聴診・打診 

２）バイタルサインの観察とアセスメント 

 

４．系統別のフィジカルアセスメント 

 １）呼吸器系のフィジカルアセスメント 

 ２）循環器系のフィジカルアセスメント 

 ３）消化器系のフィジカルアセスメント 

 

 

５．感染予防を推進する技術 

 １）感染予防の意義 

 ２）感染を成立させる要素と成立過程 

 ３）感染予防のための援助方法 

 ４）感染症を予防するための技術 

 ５）感染予防のための組織と役割 

 ６）医療廃棄物の取り扱い 

 

 

 

 

 

演習：バイタルサイン測定 

 （技術確認） 

 

 

 

演習：フィジカルアセスメント  

 

 

 

 

 

演習： 

スタンダード・プリコーションに基づく手洗い 

必要な防護用具の選択・着脱 

使用した器具の感染防止の取り扱い 

感染性廃棄物の取り扱い 

無菌操作 

評
価
方
法 

授業参加状況、課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

 

系統看護学講座 専門 基礎看護技術Ⅰ 基礎看護学２   医学書院 

根拠と事故防止からみた 基礎・臨床看護技術 第 3版   医学書院 

 

参
考
書 

ナーシングスキル 

 



 

2025年度 講義概要                                       

科
目
名 

基礎看護学方法論Ⅲ 

(環境、衣生活、清潔) 

単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

1学年・前期 
担
当 

専任教員 

(看護師) 

目
的 

療養者の日常生活を支援するための看護技術を学ぶ。 

目
標 

１．療養環境を整える基本的な援助技術を習得できる。 

２．衣生活の意義を理解し、衣生活の援助方法を習得できる。 

３．清潔の意義を理解し、身体の清潔援助方法を習得できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

１．環境調整技術 

１）援助の基礎知識 

２）援助の実際 

 ベットメーキング・リネン交換 

 

２．清潔・衣生活援助技術 

 １）清潔の援助の基礎知識 

  ➀皮膚・粘膜の構造と機能 

  ②口腔内の構造と機能 

  ③清潔援助の効果 

  ④患者の状態に応じた援助の決定と留意点 

 

 ２）清潔の援助の実際 

  ➀入浴・シャワー浴 

  ②全身清拭 

  ③洗髪 

  ④手浴 

  ⑤足浴とフットケア 

  ⑥陰部洗浄 

  ⑦整容 

  ⑧口腔ケア 

 

 ３）病床での衣生活の援助 

  ➀援助の基礎知識 

  ②援助の実際 

  ③病衣・寝衣の交換 

 

       

 

 

演習：快適な療養環境の整備 

ベッドメーキング 

リネン交換 

    

 

 

 

 

 

 

 

演習：清拭 

陰部の保清 

   洗髪 

足浴・手浴 

   整容 

    

    

    

演習：寝衣交換 

 

 

 

評
価
方
法 

授業参加状況、課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

 

系統看護学講座 専門 基礎看護技術Ⅱ 基礎看護学３   医学書院 

根拠と事故防止からみた 基礎・臨床看護技術 第 3版   医学書院 

 

参
考
書 

ナーシングスキル 



2025年度 講義概要                                      

科
目
名 

基礎看護学方法論Ⅳ 

（活動・休息、食事・排泄） 

単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

1学年・通年 
担
当 

教員 

（看護師） 

目
的 

療養者の日常生活を支援するための看護技術を学ぶ。 

目
標 

１．活動が生体に与える影響を理解できる。 

１．安全・安楽な体位変換、移動、移送の援助技術を習得できる。 

３．生体にとっての睡眠・休息の意義と、援助の方法を理解できる。 

４．食事の意義と食事援助を受ける対象者の特徴を理解できる。 

５．食事援助の方法を習得し、援助にかかわる様々な要因が対象者に与える影響を理解できる。 

６．排泄の意義と排泄援助を受ける対象者の特徴を理解できる。 

７．排泄援助の基本技術を習得できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

１．ボディメカニクス 

１）ボディメカニクスとは 

２）ボディメカニクスの実際 

２．活動・運動を支援する援助技術 

１）活動・運動の意義 

２）活動・運動の生理学的メカニズム 

３）活動・運動のニーズのアセスメント 

４）活動・運動の障害 

５）活動・運動を支援する援助の実際 

３．皮膚・創傷を管理する技術 

 １)皮膚・創傷を管理するための基礎知識 

 ２）創傷の分類と治癒過程 

 ３）創傷の管理 

 ４）褥瘡の管理 

４．安楽かつ快適さを確保する技術 

 １）安楽の意義 

 ２）身体症状に対する支援 

 ３）安楽を確保するための援助 

 ４）安楽な体位 

 ５）安楽を確保する方法 

５．休息・睡眠を促す技術 

 １）休息・睡眠の意義 

 ２）休息・睡眠の生理学的メカニズム 

 ３）休息・睡眠のニーズのアセスメント 

 ４）休息・睡眠を促す援助の実際 

６．食事・栄養摂取を促す技術 

 １）食事・栄養の意義 

 ２）食事に関する生理学的メカニズム 

 ３）食事と栄養に関する基礎知識 

 ４）栄養状態のアセスメント 

 ５）食事・栄養に関する援助の実際 

７．排泄を促す技術 

１）排尿・排便の意義 

２）排尿・排便の生理学的メカニズム 

３）排尿・排便のニーズとアセスメント 

４）排尿・排便障害の種類 

５）排尿・排便の援助 

 

 

 

演習：車椅子での移送 

   歩行・移動介助 

   移乗介助 

   体位変換・保持 

   自動・他動運動の援助 

   ストレッチャー移送 

    

 

演習：包帯法 

 

 

演習：安楽な体位の調整 

   安楽の促進・苦痛の緩和のためのケア 

   精神的安寧を保つため 

のケア 

   ポジショニング 

演習：食事介助 

   経管栄養法による流動 

食の注入 

   経鼻胃チューブの挿入 

 

演習：排泄援助 

   膀胱留置カテーテルの 

管理 

   導尿又は膀胱留置カテーテルの挿入 

浣腸 

評
価
方
法 

授業参加状況、課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

基礎看護技術Ⅰ    医学書院 

基礎看護技術Ⅱ    医学書院 

根拠と事故防止からみた 基礎・臨床看護技術 

 

参
考
書 

 



2025年度 講義概要                                      

科
目
名 

基礎看護学方法論Ⅴ 

（症状・生体機能管理） 

単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

1学年・後期 
担
当 

専任教員 

(看護師) 

目
的 

症状、検査・処置に応じた看護が実践できる技術を学ぶ。 

目
標 

１．検査・処置を受ける対象者のニーズを知り、看護師の役割と援助について理解できる。 

２．主な検体検査（静脈血採血法）の援助技術を習得できる。 

３．医療機器の原理を知り、必要な看護について理解できる。 

４．呼吸・循環・体温の状態を整える援助技術を習得できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 担当(時間) 

１．症状・生体機能管理技術 

１）検体検査 

 ➀血液検査 

  静脈血採血、動脈血採血、血糖測定 

 ②尿検査 

 ③便検査 

 ④喀痰検査 

２）生体情報のモニタリング 

 ➀心電図モニター 

 ②Spo2 モニター 

 ③血管留置カテーテルモニター 

２．診察・検査・処置における技術  

 1）診察の介助 

 2）検査・処置の介助 

 

演習：検体の取り扱い 

   静脈血採血 

    標準 12誘導心電図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専任教員 

（14時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．呼吸・循環を整える技術 

 １）酸素療法 

 ２）排痰ケア 

  ➀体位ドレナージ 

  ②咳嗽介助、ハフィング 

  ③吸引（一時的吸引） 

 ３）吸入 

 ４）人工呼吸療法 

 ５）体温管理の技術 

 ６）末梢循環促進ケア 

 

４．苦痛の緩和・安楽確保の技術 

１）体位保持 

２）罨法 

３）安楽をもたらす身体ケア 

演習：酸素吸入療法 

   ネブライザーを用いた 

気道内加湿 

   口腔内・鼻腔内吸引 

   気管内吸引 

 

 

 

 

 

 

演習：体温調節の援助 

    

専任教員 

（16時間） 

評
価
方
法 

授業参加状況、課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

 

系統看護学講座 専門 基礎看護技術Ⅱ 基礎看護学３   医学書院 

根拠と事故防止からみた 基礎・臨床看護技術       医学書院 

 

参
考
書 

 



2025年度 講義概要 

科
目
名 

臨床判断の基礎 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

1学年・後期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

看護過程の考え方、問題解決法、リフレクション、臨床判断を学ぶ。 

目
標 

１．看護過程の基盤となる考え方を理解できる。 

２．看護過程を構成する要素とそのプロセス、看護過程を用いることの意義を理解できる。  

授
業
計
画
・
内
容 

内容 

１．看護過程を展開する際に基盤となる考え方 

 １）問題解決思考 

 ２）クリティカルシンキング 

 ３）倫理的配慮と価値判断 

 ４）リフレクション 

 ５）臨床判断 

 

２．看護過程を展開する技術 

１）看護過程を用いることの利点 

２）看護過程の 5つの構成要素 

３）5つの構成要素の関係性 

 

３．看護過程のプロセス 

 １）アセスメント（情報の収集と分析） 

 ２）看護問題の明確化 

 ３）看護計画 

 ４）実施 

 ５）評価 

 

 

 

評
価
方
法 

授業参加状況、課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

基礎看護技術Ⅰ 医学書院 

看護がみえる 看護過程の展開  MEDIC MEDIA 

 

参
考
書 

 

                                        



2025年度 講義概要                                       

科
目
名 

基礎看護学演習Ⅰ 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

1学年・通年 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

既習の知識・技術を活用し、対象者に必要な日常生活援助を学ぶ。 

目
標 

１．対象者とのコミュニケーションにより、対象者の生活について考えることができる。 

２．健康障害のある対象者に必要な日常生活援助を計画し、実施することができる。 

３．演習を通し、自己の課題を明確化できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

１．模擬患者との関わり  

 １）コミュニケーションの実際と対象理解 

 ２）援助の実施 

  

 

 

 

 

２．既習技術の統合 

 １）事例に応じて対象に必要な看護援助を抽出する 

 ２）援助計画の立案 

 ３）援助の実施 

 ４）リフレクションによる自己の課題の明確化 

 

 

演習：地域の方の協力を得て模

擬患者演習を行う。 

演習後はリフレクショ

ン、プロセスレコード等

を活用し体験の意味づ

けを行う。 

 

 

演習：総合技術演習 

グループワークを活用 

し、学びを共有する 

    模擬患者に援助を行う。 

 

演習：技術演習 

評
価
方
法 

授業参加状況、課題,実技等 

テ
キ
ス
ト 

系統看護学講座 専門 基礎看護技術Ⅱ 基礎看護学３   医学書院 

根拠と事故防止からみた 基礎・臨床看護技術       医学書院基礎看護学Ⅰ 医学書院 

参
考
書 

 

 

 



2025年度 講義概要 

科
目
名 

暮らしと地域 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

1学年・後期 
担
当 

専任教員 

(看護師) 

目
的 

地域で暮らす人々の生活を理解し、暮らしが人々の健康に与える影響について学ぶ。 

目
標 

1．地域の人々の暮らしを理解し、人々を取り巻く環境や影響について理解できる。 

2．自分の住む地域の特性や人々の健康について考えることができる。 

3．地域の暮らしを支える人々の活動について知り、パートナーシップについて考察できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

1.暮らすということ 

・子どもを産み育てる 

・学ぶ、働く 

・病を治す 

・老いと共に生きる 

・最期を迎える 

 

2.地域で暮らす人と環境 

・地域のとらえ方 

・地域と健康 

・自分たちが生活する地域を「みる」 

衣食住（暮らし方）、生活環境、コミュニティ・地域 

・地域の特性を生かした暮らし 

 

3.支え合って生きるとは 

・パートナーシップとは 

・地域包括ケアシステム（自助・互助・共助・公助） 

・地域で暮らす人々を支える 

・地域で生活する人を支える人々の活動の実際 

 

演習：グループワーク 

・自分の身近な人物に暮らすと

いう視点でインタビュー 

 

 

 

演習：フィールドワーク 

・自分の住む市町村について 

 

 

 

 

 

 

ゲストスピーカー 

・栗東市キャラバンメイト 

・民生委員・児童委員 

 

評
価
方
法 

授業参加状況、課題 

テ
キ
ス
ト 

 

系看 専門分野 地域・在宅看護論[1] 地域在宅看護論の基礎  医学書院 

 

参
考
書 

 

 

 



2025年度 講義概要 

科
目
名 

成人看護学概論 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

1学年・後期 
担
当 

専任教員 

(看護師) 

目
的 

成人期にある対象者を統合的に捉え、成人期における様々な健康問題と健康を維持・増進するための保健医療 

および看護活動について学ぶ。 

目
標 

1．成人期にある対象者の特徴を理解できる。 

2．成人の生活に特徴的に生じやすい健康問題について理解できる。 

3．成人の健康を維持・増進するための保健医療システムおよび看護活動を理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

１．成人期の発達課題の特徴 

 １）ライフサイクルと成人期 

 ２）成人の発達課題と役割 

 ３）成人各期の身体的・心理的・社会的特徴 

２．成人の生活から捉える健康 

１）生活様式と健康問題 

２）保健・医療・福祉システム 

３．看護アプローチの基本 

 １）成人の学習（アンドラゴジー・エンパワメント・自己効力） 

４．慢性疾患がある患者と家族の看護  

 １）慢性病患者の理解 

２）セルフケアとセルフマネジメント 

３）社会的支援の獲得への看護 

５．急性期にある患者と家族の特徴と看護  

 １）急性期にある人の特徴 

２）危機にある人々への支援 

６．障害のある人の生活とリハビリ 

 １）機能障害 

 ２）受容と適応 

 ３）社会参加 

７．人生の最期の時を支える看護 

 １）意思決定支援 

 ２）家族看護 

８．健康の保持・増進や疾病の予防       

 １）生活習慣に関連する健康課題 

 ２）職業に関連する健康課題    

 ３）ストレスに関連する健康課題     

 ４）ヘルスプロモーションと看護 

 

 

演習：グループワーク 

   ・成人各期の特徴 

   ・健康を脅かす要因と

看護  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学［１］成人看護学総論     医学書院 

厚生の指標臨時増刊 国民衛生の動向            厚生労働統計協会 

参
考
書 

 

新体系 成人看護学（１）成人看護学概論 成人保健 メヂカルフレンド 

 



2025年度 講義概要                                  

科
目
名 

老年看護学概論 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

1学年・後期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

 

老年期に生きる高齢者を理解し、高齢化が社会に及ぼす影響や看護における課題を学ぶ。 

 

目
標 

1．老年期に生きる高齢者を理解できる。 

2．高齢者を取り巻く環境と社会の考え方を理解できる。 

3．高齢社会における社会保障の動きを理解できる。 

4．老年看護の機能と役割を理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

１．老年期に生きる高齢者の理解 

１）老年看護を学ぶ入口 

   ２）老いるということ 

  ３）老いを生きるということ 

 

２．高齢者のヘルスアセスメント 

１）加齢と老化 

２）ヘルスアセスメントの基本 

  ３）身体の加齢変化とアセスメント 

 

３．高齢者を取り巻く社会 

４．超高齢社会と社会保障 

  １）超高齢社会の統計的輪郭 

  ２）高齢社会における保健医療福祉の動向 

  ３）高齢者の権利擁護 

 

５．老年看護の機能と役割 

  １）老年看護のなりたち 

２）老年看護の役割 

  ３）老年看護における理論・概念の活用 

  ４）老年看護に携わる者の責務 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習 

高齢者疑似体験 

加齢による変化 

  

 

 

 

演習 

 身体拘束 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

系統看護学講座 専門分野  老年看護学       医学書院 

厚生の指標臨時増刊 国民衛生の動向          厚生労働統計協会 

 

参
考
書 

 

 



2025年度 講義概要                                     

科
目
名 

基礎看護学実習Ⅰ 
単
位
数 

2 
時
間
数 

90 

開
講
時
期 

1学年・前期 
担
当 

専任教員 

(看護師) 

目
的 

看護の役割と療養の場、療養生活を支える職種について学ぶ。 

目
標 

１．看護師の活動の実際を知ることができる。 

２．専門職種の活動内容を知ることができる。 

３．看護の対象者の療養の場を知ることができる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 

１．実習期間：12日間  

 

２．実習施設：済生会滋賀県病院（一般病棟）、訪問看護ステーション 

 

３．実習方法： 

見学実習に関する使用時間 

  看護師：病棟（7時間×4日）、透析・外来 (4時間×1日）、訪問看護（9時間×1日） 

  セラピスト（8時間×1日）検査技師・放射線技師（6時間×1日）、薬剤師・栄養士（6時間×1日） 

臨床工学士（2時間） 

 ローテーションの１例 

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目 ８日目 ９日目 10日目 

病棟 病棟 訪問 

看護 

リハビ

リ室 

検査 

放射線 

透析室 

外来 

病棟 薬剤師 

栄養士 

病棟 学内 

 

  １）病棟実習開始までに、病院の概要、病院内の構造と特徴、院内で働く医療従事者、看護体制や活動状況、

救急部について看護部よりオリエンテーションを受ける。 

  ２）看護師の活動内容を知るために、看護師と共に行動し、様々な活動内容を見学する。 

   (1)病棟看護師、透析室、外来、訪問看護師 

    どのような対象の方に、どのような看護活動をされているかを見学する。 

    毎日見学した内容をグループ内で共有し、学びを深める。 

  ３）院内で働く専門職者の活動を見学する。 

   (1) 見学する専門職：セラピスト（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）、薬剤師、検査技師、 

             放射線技師、管理栄養士、臨床工学士 

   （2）見学する場：上記の職種の活動現場を見学する。 

   （3）各自が見学した内容について、グループ内で共有し学びを深める。 

  ４）看護を必要とする人々の療養の場を見学する。 

   (1)訪問看護師の訪問場面に同行し、在宅で療養する対象と環境を見学する。 

    (2)病棟での療養環境を見学する。 

  ５）日々の学びをグループ毎にまとめ、共有する。（まとめと発表会） 

                                     

 

 

           

                                      詳細は実習要項参照 



2025年度 講義概要                                      

科
目
名 

基礎看護学実習Ⅱ 
単
位
数 

1 
時
間
数 

45 

開
講
時
期 

1学年・後期 
担
当 

専任教員 

(看護師) 

目
的 

対象者の日常生活援助を通して必要な看護の実際を学ぶ。 

目
標 

1．対象者とのコミュニケーションにより、接し方、尊重する態度を身につける。 

2．対象者との関わりを通して、現在行われている援助の必要性が理解できる。 

3．対象者に必要な援助が看護師とともに実践できる。 

4．看護学生としての責任を自覚した行動がとれる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 

１．実習期間：６日間 

 

２．実習施設：済生会滋賀県病院 

 

３．実習方法： 

１）グループ単位で実習する。 

 

２）実習オリエンテーションを受け、病棟の構造や特徴、入院患者の概要、看護体制や活動状況について知 

り、実習への準備を整える。 

 

３）患者を 1名受け持ち、必要な日常生活援助を実践する。 

(1)入院が、対象者の基本的欲求に及ぼす影響について情報収集し、判断する。 

(2)援助の必要性をアセスメントし、必要な日常生活援助を看護師の指導下で実践する。 

(3) 自己の関わりが対象者に与えた影響を、日々の実践記録を使って振り返る。 

 

４）対象者を尊重した言葉遣い、態度で関わる。また、プロセスレコードで対象者との関わりを振り返る。 

 

５）適宜看護師に報告、連絡、相談を行う。 

 

６）カンファレンスを行う。 

    

   ７) 他患者に行われている援助を見学する. 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     詳細は実習要項参照 

 

 


